
• SDSSデータを用いて
• 同じ数密度環境(field~group)で切ってSpiralとS0銀河を抽出。
• 銀河bulge部の表面輝度と有効半径の相関（Kormendy

relation）でclassical (CB) と pseudo-bulge (PB) に分類。

Classical bulge を持つS0銀河はどのように形成されるのか？

どのMs binにおいても、CB S0 >> CB Spiral。その差はどこから来るのか？
• PB Spiral � CB S0 ? 

x Merging説：頻度が低い。CB S0以外も形成される。サイズが大きくなる（Fig3）。
• CB Spiral � CB S0 ?

x Tidal interaction説：可能だが本サンプルの数密度環境ではあまり効かない。
o Internal process説：SN/AGN feedback, morphological quenching等によるdisk 

SF quenching。

Fig2. 速度分散 vs Dn4000

• どのMs binにおいても、σ(CB) > σ(PB)

• CB S0と CB Spiral の分布（力学、星種族）は似ている。

Fig3. Ms vs re, Ms vs color

• PB SpiralはCB Spiralより大きい
• PB Spiralは青い（星形成中）がCB Spiralは中間～赤い（沈静中）。
• CB S0と CB Spiral の分布は似ている。
• � CB Spiralのdisk SFが沈静化してCB S0が生まれる？
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